
大災害に備えて加入

イチゴと花、季節の野菜を栽培しています。キクなどの花と野菜
は、一年を通していろいろ栽培しています。西日本豪雨で、県内の
農地に深刻な被害が出ていたのを見て、2020年に収入保険への加入
を決めました。
22年に、イチゴにうどんこ病が発生したこと、台風で花を栽培す

るハウスが冠水したことで、商品にならず売り上げが大きく減少し
ました。日頃から肥培管理は徹底していましたが、度重なる被害で
収入が減った時には、頭を抱えてしまいました。収入が減った部分
を保険金でカバーしてもらい、こんなに補償してもらえるのかと驚
きました。
収入保険は、補償される金額に対して良心的な保険料の設定にな

っていると思います。最近は予測できない天候が多く、いつ大災害
が起きてもおかしくないと感じます。もしもの時のために、収入保
険に加入しておく必要があると思います。
年齢を重ねてきたので、体調に気を付けながら、より質の良いも

のを作っていきたいです。
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